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第３章 プロジェクトの内容 

３－１ プロジェクトの概要 
３－１－１ 上位目標とプロジェクト目標 
前述の通り、中国政府は母子保健分野において、すべての母子が診療を受けることができる医

療体制造りを目指し、医療インフラ（施設・機材）の増強と、提供する医療サービスの質的向上

に取り組んでいる。同国政府は母子保健政策の指針として、「90 年代中国児童発展の大綱」を策

定した。その具体的な内容は、全国平均レベルに比べ劣っている重慶市の妊産婦死亡率と 5 歳未

満児死亡率を低減させるために、同市の母子保健分医療サービスの改善を目標に、同サービスの

中心的医療施設である重慶市婦幼保健院と 32 カ所の区・県婦幼保健院、重慶医科大学附属児童

病院の整備を行うことである。 

本プロジェクトは、上記目標を達成するために医療機材の調達を行うとともに、施設の増築お

よび医療従事者の増強を実施することとしている。これにより、母子保健指標の改善が期待され

ている。この中において、協力対象事業は、母子保健（周産期医療および小児医療）に関連した

医療機材を調達するものである。 
 
３－１－２ プロジェクトの概要 
市婦幼保健院は重慶市の中心地に位置し、その前身である重慶市産科病院を母体として、1944

年に創建された。1956 年には重慶市産婦人科病院と改名し、1979 年には重慶市児童保健所と合

併して重慶市婦幼保健院となった。同保健院は、全市の婦幼保健業務の技術指導を行う機関であ

るとともに、主として重慶市中心部周辺の地域住民に対し、産婦人科および未就学の児童に対す

る保健医療サービスを供給しているが、正式な業務対象地域は北海道に近い広大な面積の市  

内に点在する 41 の区・県に及ぶ。現有機材は使用年数が 10 年以上を超えるものが多く、ほとん

どが老朽化して満足に稼動せず、必要な医療サービスを提供するには十分とは言えない状況であ

る。こうした機材面の制約はあるものの、近年の母子保健重視の政策により市婦幼保健院に対す

る保健医療サービスの需要は、年間 5％程度（患者数）の増加傾向にある。 

区・県婦幼保健院は、重慶市にある 41 の区・県におかれており、1950～1952 年頃に、区・県

レベルの産婦人科病院、婦幼保健所等であった施設を改組して創設された。区・県婦幼保健院は、

区・県内の婦幼保健におけるレファラル施設として衛生院等の下部医療機関からの紹介患者を受

け入れている。同婦幼保健院による施設分娩の推進運動などにより患者数は 5～10％程度増加し

ている。現有の機材は、ほとんどの区・県において産科手術・検査に必要な機材が不足している

か、あっても老朽化しており、地域住民の保健医療サービスの需要を満足できない状況にある。 

児童病院は、1956 年に上海復旦大学医学部小児科（元上海大学医学部小児科）が重慶市中心

部に移転され設立された。重慶市における小児保健医療、救急センター、小児医学教育・研究セ

ンターとしての機能を持っている。医療サービスの需要は、16％程度（外来患者数の増加平均）

増加している。各対象施設では、高まる医療サービスの需要に応えるため医療従事者の増員を行

ってきた。このように上記の対象施設では次表の「近年の活動実績」のとおり医療サービスの需
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要は増加中であるが重慶市政府は財政難から機材更新のための予算措置ができないでいる。 

本プロジェクトの目標は、これらの協力対象施設が提供する母子保健分野の医療サービスを改

善することであり、協力対象事業は、そのために必要な医療機材を調達することである。 
 

表 3－1 対象施設の活動実績 

市婦幼保健院 2000 年 1999 年 1998 年 
一般外来患者数 （人） 177,925 154,900 149,348 
救急患者数   （人） 22,860 20,198 20,019 
入院患者合計  （人） 4,329 4,117 3,879 
検査件数    （件） 700,000 691,000 578,930 
手術件数    （件） 14,000 4,338 4,193 
分娩件数    （件） 2,000 1,780 1,687 

 (出典：市婦幼保健院資料) 

 
区・県婦幼保健院 2000 年 1999 年 1998 年 

一般外来患者数 （人） 62,915 57,824 54,685 
救急患者数   （人） 7,000 6,651 5,349 
入院患者合計  （人） 1,363 1,192 949 
検査件数    （件） 71,259 63,472 52,830 
手術件数    （件） 4,160 3,850 3,379 
分娩件数    （件） 769 839 526 

 (出典：万州区婦幼保健院資料) 

 
児童病院 2000 年 1999 年 1998 年 

一般外来患者数 （人） 660,441 569,529 450,720 
救急患者数   （人） 81,335 70,544 69,735 
入院患者合計  （人） 18,435 17,123 15,879 
検査件数    （件） 145,087 122,806 105,156 
手術件数    （件） 3,698 3,510 3,065 

 (出典：児童病院資料) 
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３－２ 協力対象事業の基本設計 
３－２－１ 設計方針 
１）基本方針 

中国政府は、婦幼保健医療の向上により、妊産婦死亡率の低減、乳幼児、幼児死亡率（5歳児

未満）の低減を目指している。また、具体的な施策としては、1）婦幼保健医療施設の増強およ

び質的向上を目指すこと、2）農村部における保健医療サービス体制の拡充により全ての婦人・

子供が診療を受けることができる医療体制作りを達成することとしている。裨益対象を重慶市在

住の妊産婦と子供（0～12 歳）1，931 万人とした本プロジェクトのサイト選定は、中国政府の方

針に添って重慶市の婦幼保健を向上させるために市内にある婦幼保健関連施設が対象として選

定された。したがって本計画は、同市の婦幼保健システムを構成する市婦幼保健院および 32 ヶ

所に及ぶ区県婦幼保健院および重慶市の小児医療におけるトップ・レファラル施設である児童病

院の合計 34 施設を対象とする。なお、区・県婦幼保健院については重慶市内に 41 施設があるが

市中心部の 9施設（渝中区、江北区、沙坪 区、九龍坡区、大渡口区、南岸区、渝北区、高新区、

双橋区）については独自予算による機材整備がなされていることから協力対象外とした。 

本件機材計画の策定にあたり我が方は、上記の目標達成に資することを念頭において協力する

ことが適当と判断される。本件の基本方針は以下のとおり。 

(1) 一般的な母子保健指標の改善に資すること。 

(2) 農村部における母子保健医療体制作りに資すること。 

以上より、本計画の機材計画についての方針は以下のとおり。 

(1) 重慶市の母子保健指標改善に資する機材に限定すること。 

(2) 対象施設内で優先すべき部門は、母子保健および産婦人科・小児科の診療に直接関係のあ

る部門とする。 

機材計画に際しては、これらの部門を優先して計画し、また、これら以外の部門については、

母子保健との関連性から必要性、妥当性を判断し機材計画に反映することとした。 

 

２）自然条件に対する方針 

重慶市は中国西南部、揚子江と嘉陵江の合流地点に位置している。その四方を四川省、陝西

省、貴州省、湖北省、湖南省に囲まれている。気候は亜熱帯季節風性湿潤気候に属している。夏

は熱く冬は乾燥しており“霧“または“かまど”の町と呼ばれている。雨量は多く、年間平均降

雨量は 1,000～1,400mm にも達し、春、夏の季節の変わり目には特に多い。 

したがって以上の気象条件に対応するためには、機材は仕様上耐湿度および耐熱性に配慮す

る必要がある。さらに精密機材については、設置条件として適切な温度・湿度管理下におくこと

が挙げられる。 

 

３）社会経済条件に対する方針 

近年、重慶市は持続可能な開発戦略を採択し、経済建設と環境対策を同時に計画、実施すると
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いう方針を採っている。急速な経済発展の中で環境管理を強化することにより環境の質に改善が

見られた。重慶の主な産業は重工業であり、化学工業、鉱業、自動車製造業、電子工業、医薬品

工業等に分類される。開放改革政策が施行されてから経済建設は順調である。しかしながら、2000

年における重慶市の一人当たりの GDP は、国内平均に比較すると 35％程度低い。しかしながら

都市部の収入は農村部の収入に比較して 3 倍以上の開きがあり、国内平均と比較しても 3１6 元

程度低いなどの較差が生じている。重慶市の都市部では比較的に経済面で余裕があるが、農村部

等の遠隔地においては経済活動の規模が小さいために機材代理店のサービスが得にくいことが

想定される。したがって民間の保守管理には限界があり衛生局主導で維持管理体制の構築に対応

する必要がある。また、農村部では経済的な余裕が少ないことから機材計画に際して 1）消耗品、

交換部品があまり必要でないこと、2）必要な場合も至近の市場で入手が可能で、かつ安価であ

ることなどを充たす機材の選定を方針とする。 

 

４）調達事情に対する方針 

関連法規としては、車両に係る環境基準および廃棄規定がある。環境基準は国家環境保護総局

等が通達したもので、電子噴射装置および排ガス浄化装置の設置を義務付けたものである。また、

使用年数については重慶市公安局車両管理所が通知を出しており、本件の対象１０年と定められ

ている。（本件では、９座席以下の非営業車両に相当する。）したがって車両調達にあたりこれら

の条件を充たすことが条件となる。 

本件では児童病院、市婦幼保健院の２病院について現地建設会社により増築が行われている。

現地建設会社については、一般的に工程管理について十分とはいいがたく工期の遅れが出るのが

普通であるといわれている。本件実施にあたり増築工事が 2002 年に完成予定の児童病院および

区県の婦幼保健院については工程の進捗について十分な監視が必要である。 

労働力については、重慶市の地方部からの労働人口が集中している市街区では比較的に豊富で

ある。また、市街区各所で再開発のため建設工事が行われていることから一定の労働水準が保た

れているようである。 

本件では現地調達を検討するが、商習慣としては中国国内の製造業者については前払いが通常

であること、製造工程、品質管理において中には不十分な業者も見受けられる。よって、現地調

達については、現地製造業者に対して製造の進捗確認、品質管理など製造工程について十分な確

認が不可欠である。現地資機材については、外資企業との合弁による技術移転が進み高品質の製

品を製造する業者も出てきている。しかしながら、比較的に簡易な機材については粗悪な品質の

機材もあり本件調達機材の仕様設定については、必要な品質を保つために注意が必要である。 

 

５）現地業者の活用に対する方針 

  中国の北京市、上海市には、あらゆる医療機材メーカーの代理店が存在し、販売体制が整

っている。各々の代理店は技術者を有し、それぞれ専門分野ごとに担当者を配置している。主要

な技術者はそれぞれのメーカーによる技術訓練プログラムを修了しており技術能力は高く、据付
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け・調整・保守管理を含むサービスを十分に行うことが可能である。以上より本件においては、

以下の項目において現地業者の活用を想定し、事業費積算に反映することを方針とする。 

（1） 機材据付時の機材組み立て、調整、試運転において現地代理店技術者のサービス活用

を検討する。 

（2） 機材の開梱およびサイトへの搬入等については一般労働者の役務の活用を検討する。 

６）実施機関の運営維持管理能力に対応方針 

現在、対象病院の内、児童病院および市婦幼保健院の維持管理は、院内の機材部により部品交

換等の補修を中心に行われている。また、定期点検を要する機材、高度な機材の補修については、

直接代理店に依頼して対処している。この 2 病院では、本件調達機材に対応するため補修機材の

整備により維持管理体制を強化する予定である。また、上海市、北京市等にある大きな機材代理

店にはサ－ビス技術者が常駐している。これらの技術者は通常、製造業者本社による専門的な訓

練を受けており、難易度の高い補修にも対応できる能力を保有している。 

市衛生局では区県婦人幼児保健院における現状の保守管理体制では不十分であるとの認識か

ら本件実施を機会に、既存の医療機材修理センターを中心にして区県婦幼保健院との連携により

維持管理体制の構築を計画している。 

本件における対応方針は以下のとおり。 

(1) 上記２病院の維持管理部において機材補修用の点検機材の整備を行う。 

(2) 市衛生局は区県の機材維持管理体制について交換部品／消耗品の供給、組織作り、必

要な人員の配置等適切な体制構築を行う。 

７）機材のグレードの設定に係る方針 

 調達機材の範囲、および水準については、プロジェクトの基本構想で述べた方針に従うことと

する。具体的には、対象病院の診療活動、現在の中国における機材の普及度、本件実施における

裨益を考慮し、それに整合した内容とする。 

 

８）調達方法、工期に係る方針 

(1) 調達方法 

① 第三国製品の調達 

 人工呼吸器、放射線診断装置等のような維持管理を定期的に必要とする機材、および生化

学分析装置、自動血球計数装置、血液ガス分析装置のような多量の消耗品を必要とする機材

については現地に代理店を有するメーカーの機材が望ましい。代理店の有無を考慮した場合、

本計画の要請機材の中には日本製品では対応不可能と思われる機材、また日本製品に限定す

ることによりメーカーの選択肢が絞られてしまうであろう機材が含まれている。これらの機

材については、公正な入札を維持する上でも、また現地における普及度を考えて第三国調達

にまで範囲を広げて検討する。 

② 現地調達  

医療機材については、高度な機材については主として外国からの輸入品に依存している。
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視力測定装置、新生児処置台、自動生化学分析装置を含む分光光度計、等の比較的簡易な機

材は、国内メーカーおよび外国メーカーとの合弁企業にて生産されている。また、本件では

乳腺赤外線診断装置のように中国でのみ生産されている機材も要請されている。これらの機

材については、消耗品・交換部品について容易に入手できること、輸入品に比較すると低価

格であることを考慮して現地調達を検討する。 

 

(2)工期設定 

本件実施に必要な業務期間は、Ｅ／Ｎ締結後、約 11.5 ヶ月と見込まれる。具体的な実施

工程は、3－79 ページの全体工程計画表に示すとおりである。 
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３－２－２ 機材計画 

（１） 対象施設毎の協力方針 

以上の全体方針を踏まえた上で、以下の表 3－2 に本件対象施設毎の協力方針（案）をとりま

とめる。 

表 3－2 本件対象施設毎の協力方針 

№ 施 設 名 方 針 

1 市婦幼保健院 ・ 保健機材 

既存の児童保健科、婦人保健科等における保健機能の

改善を優先する。 

・ 医療機材 

既存の産婦人科、小児科における機能改善を優先する。

・ 教育機能 

区・県母子保健教育の指導者に対する訓練機能の整備

を優先する。 

・ 計画規模 

診療圏が主として、重慶市の中心部および周辺地域で

あることを念頭において設定する。 

2 区・県婦幼保健院 ・ 機材 

母子保健、手術、分娩サービス等の現状の機能改善を

優先する。 

・ 地方中核施設の整備 

６施設（涪隆、万州、江津、黔江、合川、永川）につ

いては、地方中核としての機能が求められており、機

材数量、仕様に反映する。 

3 児童病院 ・ 医療機材 

裨益人口が限られ高度と思われるサービスは対象とし

ない。 

・ 計画規模 

我が方協力を重慶市の母子保健改善に限定する。 
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１．市婦幼保健院 
市婦幼保健院の機材計画にかかる部門別の方針を以下の表に掲げる。 

表 3－3 市婦幼保健院の部門別の方針 

  部門名 協力方針 

1 児童保健 ・児童保健に係る検査（歯科、耳鼻科、眼科等）に必要な診断機材 

2 妊産婦外来 ・故障、老朽化した機材の更新、補充また産科診断機能向上に必要な

機材 

3 婦人科外来 ・故障、老朽化した機材の更新、補充 

・婦人科診断機能向上に必要な新規機材 

4 小児外来 ・故障、老朽化した機材の更新、補充また小児の診察機能向上に必要

な機材 

5 理学療法室 ・婦人科の手術時に使用する機材 

6 産科病棟 

 （分娩室、新生児病

棟） 

・入院患者に対するサービスの質的向上に必要な基本的機材 

・出産、分娩機能の拡充に必要な基本的な機材。 

7 婦人科病棟 ・ICU6 室及び重点看護室に必要な機材 

8 手術室 ・手術室 6 室に対応し、機能拡充に必要な機材 

9 中央材料室 ・現在の滅菌およびﾘﾈﾝ類の洗濯需要を満たすために必要な滅菌機材、

洗濯機材 

10  中央検査室 ・検査需要を満たし、且つ一般的で費用対効果の高い検査機材 

11 病理検査室 ・故障や老朽化した病理検査機材の更新に必要な機材 

12 放射線科 ・現行の卵管造影、撮影等が可能な機材および周辺機材 

・母子および児童検診に必要な機材 

13 機能検査室 ・産婦人科関連の外来検査機能改善に必要な医療機材および周辺機材

14 訓練、宣伝、教育 ・県・区婦幼保健院、産婦人科関連の医療従事者への教育・訓練機能

の改善を目的とした教育・訓練機材及び講義室用の視聴覚機材 

15 維持管理科 ・本計画の計画機材の保守管理改善に必要な保守管理用機材 

16 車輌 ・妊産婦等救急患者の搬送機能改善に必要な患者搬送車輌 
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２．区・県婦幼保健院 

区・県婦幼保健院の機材計画にかかる部門別の方針は以下のとおりである。 

 

表 3－4 区・県婦幼保健院の部門別の方針 

主な部門名 方 針 

1 児童保健 小児の聴力、視力検診業務に必要な基本的機材 

2 婦人科外来 婦人科検診に必要な基本的機材 

3 分娩室 分娩サービスおよび新生児の処置等に必要な基本的機材 

4 超音波検査科 妊婦検診に基本的な機材 

5 産科外来 新生児検診の検査機能に基本的な機材 

6 手術室 手術室の機能（帝王切開、出産後の産科処置、簡単な婦人科手術等）

を回復させるために産科・婦人科手術に必要な基本的な機材 

7 検査室 臨床検査に必要で基本的な機材 

8  母子保健・健康教育室 教育・宣伝活動に必要で基本的な機材 

9 車両 母子保健サービスに不可欠な機材 

10 病棟 診療機能を向上させるために、重症患者の対応等に必要かつ基本的

な機材 

1）計画規模に係る方針 

 32 ヶ所の区・県婦幼保健院のうち、「涪陵区」、「万州区」、「永川市」、「合川市」、「黔江区」、

「江津市」の 6 ヶ所の婦幼保健院は、地方中核施設として周辺の医療施設の紹介先として拡充す

る計画があること、現在の病院規模、入院外来の患者数などを他の婦幼保健院と比較すると大規

模であることなどから、分娩監視装置、新生児処置台、産科・婦人科手術器具セット、ベッドサ

イドモニターの数量増加を検討する。 

2）車両に係る方針 

車両の要請は、市婦幼保健院から、宣伝・教育用車両、救急車各一台の要請がある。また各区・

県婦幼保健院からはそれぞれ救急車 1 台の要請がある。 

区・県婦幼保健院では、救急車を主として農村部で異常出産、産後出血等の救急患者を患者の

自宅から婦幼保健院に搬送するのに使用する。現在、救急車を保有しているのは、4 ヶ所であり、

救急車が無い区・県では車両を借り上げて救急患者を搬送している。救急車の代替の可能性とし

ては区・県の人民病院が保有する救急車の利用が考えられる。しかし、人民病院の救急車は有料

であること、人民病院の患者である内科、外科の患者が優先されることもあって殆ど利用ができ

ない状況である。婦幼保健院では、救急車の有無にかかわらず、患者搬送を無償で行っている。

よって車両の借り上げは各婦幼保健院では大きな財政負担となっており、救急車の必要性は高い。

また、各区・県では婦幼保健院が主導して産科救急サービス体制を構築中であり救急車の整備は

必要不可欠であると我が方に説明した。 

我が方は、救急車の調達により下位医療施設（郷／鎮衛生院等）と区・県婦幼保健院のアクセ

スを容易にして母子保健サービスのレファラル体制の整備を行うことが、結果的に妊産婦／新生

児死亡率等の低減に大きく貢献することが期待されることから救急車輌を本計画の対象とした。 
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３．重慶医科大学付属児童病院 

以下の表に児童病院の機材計画にかかる部門別の方針を掲げる。 

表 3－5 児童病院の部門別の方針 

対象部門名 協力方針 

1 手術室 既存 6 室から 7 室に拡充し、併せて手術機能の向上に必要な機材 

2 感染消化器内科 小児の消化器疾患の高罹患率を考慮して、内視鏡検査の診断、治

療の機能向上に必要な機材 

3 呼吸器内科 小児呼吸器疾患の高罹患率を考慮して、診断機能の向上に必要な

機材 

4 脳・胸部外科 ＣＴ等の診断結果を治療に反映させて現行の脳外科手術機能の向

上に必要な機材 

5 耳鼻咽喉科 小児の鼻咽喉部位における診断機能の向上に必要な機材 

6 児童保健科 客観的な児童発育診断に必要な機材 

7 眼科 小児白内障の診断精度を高める等診断機能の向上に必要な機材 

8 腹部外科 術後障害の発生軽減等により小児腹部疾患の診療改善に必要な機

材 

9  新生児集中治療室

（ＮＩＣＵ） 

病状の急変患者やＮＩＣＵの重症患者に対する診断機能の改善に

必要な機材。 

10 臨床検査室 血液凝固疾患の正確な診断等検査機能の改善に必要な機材 

11 中央検査室 研究的な活動内容の比率が高く、母子保健との直接的な関係性が

薄いことから今次計画の対象としない。 

12 薬分析室 薬剤の分析における測定時間短縮や精度向上などの改善に必要な

機材 

13 超音波検査室 小児に多い先天性心臓疾患等の診断機能向上に必要な機材 

14 血液銀行 安定温度下での血液・凍結血漿保存により血液製剤の品質管理に

必要な基本的機材 

15 維持管理科 本計画調達機材の保守管理の改善に必要な機材 

16 病理科 手術中において腫瘍等の確実、迅速な診断に必要な基本的機材 

17 放射線科 一般的な放射線診断機能の改善に必要な機材 

18 脳波検査室 癲癇、脳腫瘍、脳血管障害等の中枢神経系疾患の機能診断に有効

な脳波検査に必要な基本的機材 
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（２）設計方針 

機材選定は、以下の機材選定原則に基づいて実施される。各機材項目の要否判定は、優先・削

除のための機材選定原則（表 3-6）に基づき、該当するものに○を付け、さらにこれらの判定を

総合的に勘案して計画機材を選定する。この手法に沿って行った要請機材の検討結果は表 3-7

のとおりとなった。主要機材の仕様と目的は表 3-8 のとおりである。以上の機材検討の結果に基

づいて策定した基本設計機材リストを巻末の資料 8-2 に掲げる。 

 

表 3－6 機材選定原則 

機材選定原則 

母子保健との関連性（日本国内における母子保健の活動内容を基準として判断） 

○：母子保健の医療活動との関連性が高いと判断した機材 

△：母子保健の医療活動との関連性が低いと判断した機材 

１． 

×：母子保健の医療活動との直接的な関連性が無いと判断した機材 

必要性の検討（機材の老朽化、数量不足、機能上不可欠等の理由から必要性を検討） 

○：現有機材の状況から機材の更新、補充、新規調達の必要性が高いと判断した機材 

△：現有機材の状況から機材の更新、補充、新規調達の必要性が低いと判断した機材 

２． 

×：既存の機材がある場合や他の機材に比べると機材の必要性が無いと判断した機材 

裨益効果の検討（直接、間接に裨益を受ける患者数、診療活動の向上等を検討） 

○：裨益効果が多く見込まれる機材であると判断した機材 

△：他の機材と比較すると裨益効果が限られる機材であると判断した機材 

３． 

×：裨益効果が期待できない機材であると判断した機材 

費用対効果の検討（機材の価格と機材による診療効果との関係を検討） 

○：費用対効果が大きな機材であると判断した機材 

△：他の機材と比較すると費用対効果が小さい機材であると判断した機材 

４． 

×：費用対効果が期待できない機材であると判断した機材 

臨床目的（母子保健の診療目的と学術的な研究目的の割合を検討） 

○：臨床目的の割合が高い機材であると判断した機材 

５． 

×：学術的な研究目的の割合が高い機材であると判断した機材 

先方負担（先方の自助努力により整備されるべき機材か否かの検討） 

－：価格および中国における調達の難易さ等の観点から、計画に含めるのであれば日本側

で調達した方が望ましいと判断した機材 

６． 

×：比較的安価で且つ中国国内において容易に調達可能な機材であると判断した機材 

減数原則（現有数量、診療内容、部屋数、スタッフ数、患者数等を検討） 

１． ＊：検討項目を総合的に判断して、要請数を削減して計画することが妥当である機材 

２． －：検討項目を総合的に判断して、要請数が妥当であると判断した機材 

 



（1）重慶市婦幼保健院 減数原則

機材名
要請
数量

優先
度

現有
数量

更新補
充新規

母子
保健

必要
性

裨益
効果

費用
対効
果

臨床
目的

先方
負担
（ｘ）

減数が妥
当（＊）

計画
数量

機材の用途／必要性と台数

一、問診 1 児童保健

1 発育測定機材 2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

2 児童体重計 2 D 2 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

3 児童座高計 2 D 2 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

4 児童身長計 2 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

5 小児血圧計 5 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

6 小児用握力計 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
３から７歳までの小児を対象とした検診用に計画す
る。中国国内で調達困難。

7 小児用聴診器 10 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0
安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

8 教育用聴診器 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
医師の教育用として計画する。中国国内で調達困
難。

9 小児視力計 5 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

10 小児用体温計 10 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

11 小児検診台 5 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

12 学童知能検査器具 2 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

13 就学前知能検査器具 2 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

14
Gesell式知能発達診断
テスト器具

2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

15
Deneer式知能発達診断
テスト器具

2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

16
児童就学判定テスト器
具

2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

17 人物描写テスト器具 2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

18
視覚運動発達テスト器
具

2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

19
携帯型オーディオメー
ター

3 B 2
更新(2)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 3
検査に対し客観的な反応のできない主に新生児用の
聴力検査に使用。

20 小児用眼底カメラ 1 D 0 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画には含めないものと
する。

21
小児斜視、弱視治療器
具

2 B 1
更新(1)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 2
主に弱視の診断及び簡単な治療を目的に計画する。

22 小児用検眼ユニット 1 D 1 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画には含めないものと
する。

23 スリットランプ 1 D 1 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
現有機材で対応できると判断し、本計画には含めな
いものとする。

24 視野計 2 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0

25 直接眼底鏡 2 D 1 － ○ × ○ ○ ○ － － 0

26 小児用眼圧計 1 C 0 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画には含めないものと
する。

27 歯科検診台 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

３歳未満（2,000人程度見こまれる/年）幼児の歯科検
診用に計画する。現在の婦幼保健院では活動を行っ
ていない。すでに歯科医師２名、看護婦１名、技工士
１名が雇用されいる。

28
視覚誘発眼電図記録装
置

1 B 0 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
聴力診断について、ﾃﾞｨｵﾒｰﾀｰにより何らかの聴力障
害のありそうな児童の確定診断、抗生物質の副作用
のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ用に用いる。

29 インピーダンスメーター 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
中耳や鼓膜に損傷があるとの疑いのある小児患者の
検査用として使用する。

30 超音波スケーラー 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
歯周病の予防目的に使用する。幼稚園等に検診で出
向く際に携帯する。

31 オーディオメーター 2 D 0 － × × ○ ○ ○ － － 0
携帯式ｵｰﾃﾞｨｵﾒｰﾀｰで十分対応可能と判断し、本計
画には含めないものとする。

32 音叉 2 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

33 耳管通気バッグ 2 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0

2 妊産婦外来

1
腹部用超音波装置、ドッ
プラー付

1 A 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
妊産婦の診断に使用する。年間の検査使用数は
5,000人程度である。現有機材１台（88年購入日本
製）の更新を目的としている。

2 胎児心拍計 2 A 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
胎児の心拍測定に使用する。老朽化した現有機材２
台の更新を目的としている。

3 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ超音波装置 1 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
工場や郊外の農村部に出かけての検診の際携帯し
使用することを目的とする。検査数は年間2,000件程
度を想定している。

4
産科検診台、高低調節
式

2 A 0 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
現在４台ある分娩台の更新。妊娠初期（12週以内）と
ﾊｲﾘｽｸ妊婦用診察室にそれぞれ１台ずつ配置を予定
している。

5 産科検診台 5 (A) 4 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0
安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

6 骨盤計測計 2 A 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
婦人の骨盤等の計測に用いる機材。老朽化した現有
機材２台の更新を目的としている。

7 身長体重計 2 D 1 － ○ ○ ○ ○ ○ － － 0
安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

表3－7 要請機材検討表

機材選定原則

安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

必要性が低いと判断し、本計画には含めないものと
する。
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8 骨密度測定装置 1 1 － △ × △ △ ○ － － 0

現在使用しているｶﾞﾝﾏ放射線を利用した同機材の更
新を目的としているが、骨粗しょう症と診断されたから
といって治療方法はｶﾙｼｳﾑ等を投与する程度のもの
である。従って、検査をする必要性が低く、本計画に
は含めないものとする。

3 婦人科外来

1
ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ超音波診断
装置

1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
患者数は年間5,000人程度である。現有機材として95
年に購入した米国製が１台あるが、故障の頻度が多
くこの機材の更新を目的としている。

2 輸卵管通水診断機材 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在使用している機材は通気はできるが通水はでき
ない。

3 卓上型消毒器 2 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
緊急時の対応を目的とする。

4 吸引器 2 A 1
更新(1)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 2
外来手術室と救急外来にそれぞれ１台ずつ計画す
る。現在は救急外来に１台（96年購入中国製）設置さ
れているが老朽化著しい。

5 婦人科検診台 10 (A) 10 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 10
患者数は現在約10,000人/月。

6 ストレッチャー 2 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
外来から入院棟、手術室、分娩室への患者の搬送に
用いられる。

7 心電図モニター 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
救急外来に運ばれる患者のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞに使用。

4 小児外来

1 輸液ポンプ 5 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
小児の観察・治療室（３室）で使用する。輸液ﾎﾟﾝﾌﾟを
必要とする患者は、月150人程度である。

2 新生児モニター 1 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
小児の観察・治療室における患者の容態の監視目的
に使用する。

3 超音波ネブライザー 3 (A) 3 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 3
小児外来(一般外来３室)に計画されており、月100人
程度の患者に対し５回ずつ使用、すなわち500回の使
用頻度がある。

4 経皮黄疸計 1 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
外来診療室において、黄疸の診断に用いる。

5 理学療法室

1 超音波治療器 1 B 1 － × × ○ ○ ○ － － 0

2 超短波治療器 1 B 1 － × × ○ ○ ○ － － 0

3 赤外線治療器 1 B 1 － × × ○ ○ ○ － － 0

4 紫外線治療器 1 B 1 － × × ○ ○ ○ － － 0

5 低周波治療器 1 B 1 － × × ○ ○ ○ － － 0

6 YAGレーザー治療装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

子宮頚管のﾎﾟﾘｰﾌﾟ、炎症の治療、また腹腔鏡を使用
しながらの子宮内膜の治療を目的に用いられる。現
在96年に購入した中国製のもので月100人程度の治
療が行われている。手術室に配置予定であるので、
手術室部門へ移動して計画する。

二、病棟

6
産科（分娩室、新生児病

棟）

1 分娩監視装置 5 (A) 3
更新(3)
補充(2)

○ ○ ○ ○ ○ － － 5

産前検査室に１台、分娩室に２台、産科病棟に２台計
画する。病院全体で分娩監視装置を３台保有する
が、その内の２台が３年前に故障しすでに使用不可
の状態。残り１台も89年購入の中国製もので、必ずし
も機能的に満足のいくものではない。

2 小児用自動血圧計 1 C 0 － ○ ○ ○ ○ ○ × － 0
安価で且つ中国国内において購入可能なため、先方
負担とし、本計画には含めないこととする。

3 聴覚誘発電位測定器 1 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画には含めないこととす
る。

4 輸液ポンプ 5 (A) 3
更新(1)
補充(4)

○ ○ ○ ○ ○ － － 5

３ﾌﾛｱ（１ﾌﾛｱ40床）ある産科病棟それぞれに１台ず
つ、分娩室に１台、新生児室に１台の計５台を計画す
る。主に薬液の投与、血管拡張剤の投与に用いられ
る。現在新生児室は３台保有しているが、その内の２
台が老朽化しており１台を更新する。また分娩室、産
科病棟については現有機材はない。

5 新生児蘇生器 2 (A) 1
更新(1)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 2
新生児病棟で１セット保有。本計画では、この１セット
の更新と新生児窒息対策として分娩室に１セットを計
画するものである。

6 新生児モニター 2 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
現有機材はない。新生児の重点看護室（NICU２床）
に配置予定である。

7 保育器 5 (A) 8 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5

新生児病棟に配置する。現有機材の状況であるが、
１台が98年購入の中国製、残り７台は80年代後半に
購入した中国製のものであり、これら７台については
老朽化により温度と湿度の制御ができない状況であ
る。更新としてこれら７台の内の５台について計画す
るものである。

8 光線治療器 5 (A) 3
更新(2)
補充(3)

○ ○ ○ ○ ○ － － 5

産科病棟（３ﾌﾛｱ）ﾌﾛｱごとに１台ずつ、新生児室に２
台を計画する。現有機材の状況であるが、３台が新
生児室に配置されており、その内の２台（85年購入中
国製）はすでに故障中。

9 経皮黄疸計 5 (A) 3
更新(3)
補充(2)

○ ○ ○ ○ ○ － － 5
産科病棟の各ﾌﾛｱごとに１台ずつ、また新生児病棟
に２台の計５台を計画する。現有機材は３台で購入し
てから７年程度経過。

10 酸素治療用ボックス 1 A 0 － △ × △ ○ ○ － － 0
高圧酸素を使用するため火気による爆発の危険もあ
り、本計画には含めないこととする。

11 新生児処置台 3 (A) 3 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 3
分娩室、新生児室、手術室に配置されている機材
（各々92年購入中国製）の更新を目的とする。

日本では一般的でなく効果的であるかどうか判断が
難しいため、本計画には含めないこととする。
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12 新生児体重計 3 (A) 3 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 3

新生児の体重計と身長計をそれぞれ１台ずつ手術
室、新生児室、分娩室に計画する。現有機材は、木
製の身長計と巻き尺２ｾｯﾄ、体重計は分娩室、新生児
室にそれぞれあるが精度が悪い。

13 超音波ﾈﾌﾞﾗｲｻﾞｰ 2 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
99年購入の中国製２台があるが、精度が悪い。配置
先は新生児室と新生児の隔離室にそれぞれ１台ずつ
である。

14 空気殺菌器 3 C 1 － × △ ○ ○ ○ － － 0
本ｱｲﾃﾑは機材というよりはどちらかというと設備の範
疇に入ると考え、本計画には含めないこととした。

15 新生児用喉頭鏡 3 (B) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 3
分娩室、新生児室、手術室にある当該機材の更新を
目的とする。

16 小児用吸引器 3 (A) 4 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 3
分娩室に１台、新生児室に１台、手術室に２台設置さ
れていたが、いずれも故障。

17 心電計 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
心臓合併症の患者用に計画する。これまでは、機能
検査室に搬送し検査を行っている。病棟だけで月200
人程度の使用頻度がある。

18 グルコメーター 1 D 1 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
現有機材で充分賄うこと可能と判断し、本計画に含め
ないこととした。

19 分娩兼手術台 2 D 0 － ○ ○ ○ ○ ○ － － 0
6-20と同様。6-20に必要数をまとめたため、6-19は
削除する。

20 分娩台 5 (A) 5 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
現有機材はいずれも購入後20年程度経過している。

21 ｽﾄﾚｯﾁｬｰ 2 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
産科病棟から分娩室への患者の搬送に用いられる。

22 手洗滅菌装置 2 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

手洗滅菌装置（流しなしﾀｲﾌﾟ）を手術室と分娩室にそ
れぞれ計画する。それぞれ１台ずつでは不足であり、
手術室には４台、分娩室には２台計画してもらいたい
旨要請があった。

23 ベットサイドモニター 10 (B) 2
更新(2)
補充(7)

○ ○ ○ ○ ○ － ＊ 9
産科ICUの６室に各部屋ごとに１台ずつ計６台、分娩
室に１台、病棟２フロアの重症患者用に各１台の計２
台で合計９台を計画する。

24 胎児心拍計 5 (A) 5 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
現在病棟に３台、分娩室に２台（内１台はすでに故障
してしてしまい廃棄処分）保有する。いずれも97年に
購入した中国製である。

25 胎児用心電計 1 C 0 － △ × △ ○ ○ － － 0
胎児用の心電計は汎用的ではないため、本計画には
含めないこととする。

26 臍帯血流計 1 C 1 － △ × △ ○ ○ － － 0
日本では一般的でないため、本計画には含めないこ
ととする。

27 シリンジポンプ 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
現在使用しておらず。小児の薬液の投与を目的に計
画し、新生児室に２台配置予定である。

7 婦人科

1 重症患者用ベッド 24 (B) 210 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 24

婦人科病棟に新設予定の重点看護室（４床/部屋×
３室）及び産科病棟に新設予定のICU（２床/部屋×６
室）用のベットとして合計１２ベットを計画する。本機材
は重症患者を対象にしたﾍﾞｯﾄであり昇降、背もたれ機
能等が必要となる。価格的に通常のﾍﾞｯﾄより高額に
なるため、本計画に含めることとする。

8 手術室

1 手術台 5 (A) 6 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
産科２室、婦人科２室、総合手術室１室の老朽化した
手術台（58年購入）計５台の更新を目的とする。

2 無影灯 6 (A) 6 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 6
手術室６室の老朽化した手術灯（70年購入）計６台の
更新を目的とする。

3 麻酔器 4 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － ＊ 3
婦人科手術室、産科手術室に各１台の計２台、分娩
室に１台で更新２台と補充１台で合計３台を計画す
る。

4 電気メス 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

現在電気メスは故障してすでに廃棄処分とされてお
り、使用していない。本計画においては、１台の更新
を目的とするものであり、主に婦人科の手術に用いら
れる。

5 産科手術器具セット 5 (A) 7 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
本計画では、機材の更新を行うものである。

6 婦人科手術器具セット 5 (A) 7 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
本計画では、機材の更新を行うものである。

7 手術室用モニター 6 (B) 5
更新(5)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 6
現有機材５台はどれも老朽化がすすみ、また測定項
目がECGのみとあって手術中に使用するものとしては
機能的に充分と言い難い。

8 除細動器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
患者の蘇生に用いられる。対象は全手術室である。

9 人工呼吸器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
主に手術室での使用を目的としているが、産科のICU
等でも使用する。

三、医技術室

9 中央材料室

1 超音波洗浄器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
手術後の血痕等の付着した鉗子類の洗浄に用いる。

2 高圧蒸気滅菌器、大型 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
手術器具、リネン、輸液ビンの滅菌に使用。

3 高圧蒸気滅菌器、小型 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
手術器具、リネン、輸液ビンの滅菌に使用。

4 洗濯脱水機 1 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
２台ある現有機材のうち老朽化の著しい１台（73年購
入中国製）の更新を目的とする。

5 乾燥機 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
洗濯機で洗ったリネン類の乾燥に使用。現在は天日
による乾燥。

10 中央検査室
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1 生化学分析装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

現在は半自動の生化学分析装置（85年購入）で検査
を行っているが、処理のｽﾋﾟｰﾄﾞが遅く、検査当日に結
果を出せない状況である。１日の検体量は300人程度
分、項目数は2000件程度である。また、検診（幼稚園
児、女性、年間１万人程度）のある時はさらに検体数
が増加する。

2 血液ガス分析装置 1 D 1 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
婦幼保健院側で新規に調達したため、本計画には含
めないこととする。

3 電解質分析装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現有機材（96年購入中国製）の更新を目的としてい
る。１日の検査対象患者数は50人（救急患者は除く）
程度である。

4 血液凝固測定装置 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

現在半自動ﾀｲﾌﾟのﾄﾞｲﾂ製（00年購入）を使用。この機
材だと機械を稼動させてから後、緊急に検査結果を
出す必要のある検体（救急患者や帝王切開の必要な
患者など）を途中で割り込ませることできないため、機
能的に婦幼保健院の要求を満足させることができな
い。１日の検査対象患者数は30人（救急患者は除く）
程度である。

5 尿分析装置 2 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
入院部用に１台計画することとする。検体数である
が、入院部が１日60検体程度、外来が100検体程度
である。

6 冷却遠心器 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

ホルモンの遠心分離に使用。毎月6,000検体程度を
処理している。本計画おいて、冷却機能の故障してい
る現有機材（96年購入、中国製）の更新を目的として
いる。

7 蛍光分光光度計 1 C 0 － × × △ ○ ○ － － 0
血中の薬物濃度の測定を目的に要請されたが、費用
対効果などの面から、本計画には含めないこととす
る。

8 自動血球計数装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
血球検査について、95年購入の機材で外来と入院患
者合わせて１日200検体（検診を除く）程度を処理して
いる。

9 炭酸ガス培養器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

現在嫌気性菌の培養はろうそく等を用いる簡単な方
法で行われている。各種嫌気性菌の検査を正確に行
うことを目的に、本機材を計画する。現在炭酸ｶﾞｽ培
養が必要な細菌検体は月110件程度である。

10 化学発光免疫測定器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

腫瘍類、ﾎﾙﾓﾝ類、貧血類等の判定に使用する。現在
γｶｳﾝﾀｰ（95年購入）を使用して検査を行っている
が、放射免疫法は汚染の危険度が高く、近年あまり
使用されなくなっている。本計画ではこのγｶｳﾝﾀｰの
更新として化学発光免疫測定器を計画する。検体数
は、毎月6,000例程度である。

11 原子吸光測定装置 1 B 0 － △ × △ △ ○ － － 0

人体に含まれる鉄、銅等の微量元素の測定目的に使
用する。現在外部委託（重慶炭鉱設計鉱物検査所）し
ているが、年平均4,800人程度の需要がある。しかし
ながら、重慶市の医療施設にすべて外部委託で処理
していること等から考え、本計画には含めないことと
する。

12 精液検査装置 1 C 0 － △ × △ ○ ○ － － 0
日本では一般的な検査機器ではないため、本計画に
は含めないこととする。

13 免疫抗体測定装置 1 C 1 － △ × △ ○ ○ － － 0
DNA抗体、遺伝病の判定のために必要な機材である
が、費用対効果、必要性の面から考え、本計画には
含めないこととした。

14
細菌用培養器、クリーン
ベンチ

各1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

当初血中薬物感受性測定装置を要請されたが、現在
行われているﾏﾆｭｱﾙによる簡易培養法を用いた細菌
検査で充分と判断し、現在の活動で使用している、培
養器とｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁを代替として更新することとする。い
ずれの機材も購入後10年以上経過しており、ｸﾘｰﾝﾍﾞ
ﾝﾁについてはかなり痛んだ状態である。

15 CRP測定装置 1 C 0 － △ × △ ○ ○ － － 0
10-1生化学分析装置ではCRPの測定も可能なため、
機能が重複するという理由から本計画には含めない
ものとする。

11 病理検査室

1 回転式ミクロトーム 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現有機材（購入後20年経過）の更新を目的としてい
る。

2 凍結組織切片薄切装置 1 B 0 － ○ × △ △ ○ － － 0
現在は窒素ｶﾞｽにより氷結させている。検体数等を考
え費用対効果の面から本計画には含めないこととす
る。

3 包埋センター 1 B 0 － ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在は手作業で標本作製を行っているが、手作業で
は作業時間が長くかかり、標本の品質が低下してい
るので、新規調達を計画する。

4 ミクロトーム自動研磨器 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
11-5のﾐｸﾛﾄｰﾑ刃の研磨に使用する。故障がちな現
有機材（91年購入中国製）の更新を目的としている。

5 ミクロトーム 5 D － ○ ○ ○ ○ ○ － － 0
本機材は11-1回転式ﾐｸﾛﾄｰﾑに取りつける付属品で
ある刃であることから11-1の構成品として含めること
とする。

6 パラフィン標本伸展器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

切片のシワをとることにより、検査結果の正確性を保
たせるため必要。現在はｼｬｰﾚに入れた切片をｱﾙｺｰ
ﾙﾗﾝﾌﾟで熱することで対応しているが、温度を一定に
保つことができないため、適当な切片が作成できな
い。

7 ナイフクリップ 1 B 補充 ○ ○ ○ ○ ○ － － 0
本機材は11-1回転式ﾐｸﾛﾄｰﾑ用の11-8替刃式ﾐｸﾛﾄｰ
ﾑ刃を11-1に取り付ける際に必要となる器具であり、
11-1の構成品として含めることとする。

8 替刃式ミクロトーム刀 10 B 補充 ○ ○ ○ ○ ○ － － 0
本機材は11-1回転式ﾐｸﾛﾄｰﾑ用の替刃式のﾐｸﾛﾄｰﾑ
刃であり、11-1の構成品として含めることとする。

9 自動包埋装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
ｻﾝﾌﾟﾙのﾊﾟﾗﾌｨﾝ浸透に用いる。現有機材１台（81年購
入）の更新を目的とする。

10 顕微鏡 1 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在３台ある現有機材（内２台は老朽化）の更新を目
的としている。

11 病理解剖台 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
病理検査室移転に伴ない、現在所有する解剖台の更
新を目的としている。
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12 顕微鏡写真撮影装置 1 C 1 － ○ × ○ ○ ○ － － 0
検査件数等を考え、費用対効果という観点から本計
画には含めないこととする。

13 病理標本分析装置 1 D 0 － ○ × ○ △ ○ － － 0
検査件数等を考え、費用対効果という観点から本計
画には含めないこととする。

12 放射線科

1 Ｘ線透視撮影装置 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在96年に購入した日本製の中古品を使用している
が、すでに６年経過している。使用頻度は年間35,000
件ほどである。

2 自動現像器 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在は98年に購入した米国製の自動現像器を使用し
ているが、故障頻度が高い。１日のフィルム現像枚数
は１００枚程度である。

3
歯科用Ｘ線装置（検診
用）

1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

婦幼保健院では40ヶ所の幼稚園、7,000人程度の児
童の集団検診を行っているが、歯科検診の結果必要
となるＸ線撮影検査の頻度は年間3,000件程度想定さ
れる。

4 乳房X線撮影装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在は中国製の乳腺透視撮影装置のみで対応して
いる。乳癌の早期発見には機能的に限界がある。年
間患者数は2,000人程度想定される。

5
乳幼児胸部撮影用固定
台

1 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

6
乳幼児腹部撮影用固定
台

1 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

7 Ｘ線写真観察器 2 B 1
更新(1)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 2
現在１台所有するが、放射線医師は３人いるために
それぞれの医師が同時に使用できるようにしたい。

8 卵管造影剤注入器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
卵管造影を自動的に行うために必要な機材である。
卵管造影検査は年間2,000件程度である。

13 機能検査室

1 子宮鏡 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現有機材（ﾄﾞｲﾂ製89年購入）の更新を目的にとてい
る。使用頻度は、年間1,000件程度あり、子宮鏡、腹
腔鏡用手術室に配置し使用する。

2 羊水鏡 1 C 1 － △ × ○ ○ ○ － － 0
日本では一般的でないため、本計画には含めないも
のとする。

3 膣内視鏡 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

子宮膣部の観察、子宮癌の早期発見のために用いら
れる。現有機材はないが、検査需要は月250人程度
想定される。本機材は機能検査室に配置予定であ
る。

4 腹腔鏡 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

子宮内膜症,腹腔内の診断治療、卵巣腫瘍の摘出等
に用いられる。本計画では88年に購入した現有機材
の更新を目的としている。本機材は機能検査室に配
置予定である。

5 光源装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
上記子宮鏡と腹腔鏡用の光源として用いられる。本
機材は機能検査室に配置予定である。

6 脳波計 1 D 0 － × × △ △ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画では含めないものと
する。

7 筋電計 1 D 0 － × × △ △ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画では含めないものと
する。

8 卓上型消毒器 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
緊急時の対応を目的とする。

9 検診台 2 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ室と超音波検査室にそれぞれ配置予定
である。

10 血流測定装置 1 C 1 － △ × ○ ○ ○ － － 0
必要性が低いと判断し、本計画では含めないものと
する。

11 超音波装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
子宮鏡による処置治療の前にあらかじめ映像診断を
する目的に超音波装置を使用する。

12 心電計 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

患者の心電図検査を目的に使用。現有機材（89年購
入中国製）の更新を目的としている。年間2,000人程
度の使用頻度があり、機能検査室に配置予定であ
る。

14 四、訓練、宣伝、教育

1 人体解剖模型

1) 男性生殖器模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

2) 女性生殖器模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

3) 女性骨盤模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

4) 女性骨盤会陰筋模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

5) 卵巣模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

6) 子宮模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

2 妊娠模型

1) 正常妊娠模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

2) 胎児循環模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

3) 胎児分娩過程模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

4) 胎児、女性骨盤模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

3 示教模型

1) 電気刺激分娩模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

2) 胎児頭部回転分娩模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

3) 異常妊娠模型 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

4 講堂用機材

1) ビデオカメラ装置 1 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0

ﾃﾚﾋﾞ局で放映可能なﾋﾞﾃﾞｵを作成できる程度の機材を
要求された。婦幼保健院の機能等を考え、現在同様
今後も外部委託による作成が適していると判断し、本
計画には含めないこととした。

2) 講堂用マイク装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

3) 講堂用スピーカー装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

医療従事者の教育、訓練用に用いる。訓練対象者
は、県区以下の婦幼保健院医療従事者である。現在
一般的な人体模型や簡易な妊娠模型にて対応してい
る。

医療従事者の教育、訓練用に用いる。訓練対象者
は、県区以下の婦幼保健院医療従事者である。現在
一般的な人体模型や簡易な妊娠模型にて対応してい
る。

医療従事者の教育、訓練用に用いる。訓練対象者
は、県区以下の婦幼保健院医療従事者である。現在
一般的な人体模型や簡易な妊娠模型にて対応してい
る。

重慶市婦幼保健従事者の教育を目的とした100人収
容可能な教育訓練室に配置する。

乳児のＸ線撮影に使用。現在は親や検査担当者が押
さえて撮影しているが、放射線による人体の影響を考
えると、好ましくない。本機材があれば放射線照射下
で人を危険にさらす必要がなくなる。
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4) モニター 2 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
上述教育訓練室及び同様な目的に使用される小会
議室にそれぞれ配置を予定している。

5 デジタル編集システム 1 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0

1) カラーモニター 1 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0

2) 標準バッテリー、2.2AH 4 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0

6
テープ複製、ダビング編
集装置

1 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0

7 スキャナー 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
教材作成用に用いられる。

8
マルチメディアプロジェク
ター

2 B 1
更新(1)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 2
地方の教育訓練用として携帯し使用する。現在１台あ
る機材の更新及び１台の補充。

9
カラーレーザープリン
ター

2 C 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0
費用対効果を考え、本計画には含めないものとする。

10 ルーター 1 D 0 － × × △ ○ ○ － － 0
必要性が認められないため、本計画には含めないも
のとする。

11 ノート型コンピューター 2 B 1
更新(1)
補充(1)

○ ○ ○ ○ ○ － － 2
地方の教育訓練用として携帯し使用する。現在１台あ
る機材の更新及び１台の補充。

12 コピー機 2 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － * 1
教材作成用に用いられる。

13 カメラ 1 D 1 － △ × ○ ○ ○ － － 0
必要性が認められないため、本計画には含めないも
のとする。

14 印刷機 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
作成した教材の印刷に用いる。

15 ＯＨＰ、スクリーン付 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

婦幼保健院及び地方の訓練教育用に携帯して使用
する。毎月10回程度使用。実物投影機を希望された
が、持ち運びに適さないため、ＯＨＰを計画する。現有
機材は大型のﾀｲﾌﾟのため持ち運びが困難であり、使
用用途に適さない。

16
スライドプロジェクター、
スクリーン付

1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
婦幼保健院及び地方の訓練教育用に携帯して使用
する。

17 デジタルビデオカメラ 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
地方に宣伝教育訓練に出かけた際の記録として使用
する。また、教材の作成用として用いる。

18 取材用テープレコーダー 2 D 0 － △ × ○ ○ ○ － － 0
14-17ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗに同様の機能が附属されてい
るため、本計画には含めないものとする。

15 五、維持管理科

1 ＩＣ回路検査装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
ＩＣ回路検査装置、ﾏﾙﾁﾃｽﾀｰ、ｸﾗﾝﾌﾟﾒｰﾀｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ温
度計等を計画。

2 万能オシロスコープ 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
機材の周波数チェックのため使用する。据置型以外
に現場に携帯して使用するためﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾀｲﾌﾟも要請
があった。

3 直流電源装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
電流測定のための直流電源供給装置を計画。

16 六、車両

1 救急車 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

患者の搬送を目的としている。本計画は、現在所有
する救急車の更新を目的とするものである。現有車
輌もすでに５年が経過し、且つ使用頻度が高い（出動
回数400回/年程度）ことから老朽化が進んでいる、必
ずしも機能的に満足のいくものではない。2006年には
いずれにしても廃棄処分となる車輌である。

2 教育用巡回車 1 B 0 － ○ × ○ ○ ○ － － 0

地方県区へ母子保健の教育宣伝活動で赴く際に使
用する。現在は公共のバスを利用している。しかしな
がら母子教育という点では必要性は認められるが、
直接的に効果があるというものでもない。また現在専
用の車輌を所有しているわけではなくあくまで新規と
いうことも勘案し、本計画には含めないものとする。

ﾃﾚﾋﾞ局で放映可能なﾋﾞﾃﾞｵを作成できる程度の機材を
要求された。婦幼保健院の機能等を考え、現在同様
今後も外部委託による作成が適していると判断し、本
計画には含めないこととした。
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(2) 区・県婦幼保健院
減数原則

機材名
要請
数量

優先
度

現有
数量

更新補
充新規

母子
保健

必要
性

裨益
効果

費用
対効
果

臨床
目的

先方
負担
（ｘ）

減数が妥
当（＊）

計画
数量

機材の用途／必要性と台数

児童保健 1 小児用ｵｰﾃﾞｨｵﾒｰﾀｰ 32 B 1
更新１
新規31

○ ○ ○ ○ ○ － － 32

児童保健 2 小児斜視、弱視治療器 32 B 0 新規32 ○ ○ ○ ○ ○ － － 32

児童保健 3 小児用視力測定装置 32 B 19
更新19
新規13

○ ○ ○ ○ ○ － － 32

婦人科外来 4 赤外線乳腺検査装置 32 B 13
更新13
新規19

○ ○ ○ ○ ○ － － 32

産前検査室 5 分娩監視装置 32 A 5
更新５
新規33

○ ○ ○ ○ ○ － － 38

分娩室 6 新生児処置台 32 A 19
更新19
新規19

○ ○ ○ ○ ○ － － 38
各区県に一般型１台ずつの３２台、加えて地方中核
施設６ヵ所には複合型１台ずつの６台で合計３８台を
計画する。

超音波検査室 7 超音波診断装置 32 A 32
更新31
新規１

○ ○ ○ ○ ○ － － 32

分娩室 8 経皮黄疸計 32 A 0 新規32 ○ ○ ○ ○ ○ － － 32

手術室 9 産科、婦人科手術器具 32 A 94 補充38 ○ ○ ○ ○ ○ － － 38

検査室 10 顕微鏡 32 A 37 更新32 ○ ○ ○ ○ ○ － － 32

検査室 11 分光光度計 32 A 27
更新24
新規８

○ ○ ○ ○ ○ － － 32

検査室 12 尿分析装置 32 C 5 － ○ × ○ △ ○ － － 0

検査室 13 生化学分析装置 32 B 1 － ○ × ○ △ ○ － － 0

検査室 14 プレートリーダー 32 A 0 新規32 ○ ○ ○ ○ ○ － － 32

健康・母子保健 15 カメラ 32 D 8 － ○ △ ○ ○ ○ × － 0

管理部 16 救急車 32 B 5
更新５
新規27

○ ○ ○ ○ ○ － － 32
各区県に１台ずつの３２台を計画する。

病棟 17 ベットサイドモニター 32 B 0 新規38 ○ ○ ○ ○ ○ － － 38

機材選定原則
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（3）重慶医科大学付属児童病院
減数原則

機材名
要請
数量

優先
度

現有
数量

更新補
充新規

母子
保健

必要
性

裨益
効果

費用
対効
果

臨床
目的

先方
負担
（ｘ）

減数が妥
当（＊）

計画
数量

機材の用途／必要性と台数

呼吸器内科 1 シリンジポンプ 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

血液内科 シリンジポンプ 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

心血管内科 シリンジポンプ 1 (A) 3 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

神経内科 シリンジポンプ 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

泌尿器内科 シリンジポンプ 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

感染消化器内科 シリンジポンプ 2 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

腹部外科 シリンジポンプ 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

脳・胸部外科 シリンジポンプ 2 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

整形外科 シリンジポンプ 1 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

泌尿器外科 シリンジポンプ 1 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

耳鼻咽喉科 シリンジポンプ 1 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

手術室 シリンジポンプ 2 (A) 4 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
既存機材がバッテリー付で無いため、患者搬送中に
使用できないので、バッテリー付機材を更新用として
２台計画する。

呼吸器内科 2 ベッドサイドモニター 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

血液内科 ベッドサイドモニター 1 (A) 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

心血管内科 ベッドサイドモニター 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

神経内科 ベッドサイドモニター 1 (A) 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

泌尿器内科 ベッドサイドモニター 1 (A) 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

感染消化器内科 ベッドサイドモニター 2 (A) 1
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

腹部外科 ベッドサイドモニター 1 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

整形外科 ベッドサイドモニター 1 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

脳・胸部外科 ベッドサイドモニター 1 (A) 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

泌尿器外科 ベッドサイドモニター 1 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

耳鼻咽喉科 ベッドサイドモニター 1 (A) 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1

手術室 ベッドサイドモニター 2 (A) 3 補充 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
既存機材が３台で手術室７室に対応できるために補
充として２台を計画する。

心血管内科 3 除細動器 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
更新１台を計画する

放射線科 4
アンギオグラフィーＸ線
装置

1 C 0 新規 × ○ ○ × ○ － － 0
母子保健との関連性が低く、費用対効果が限られる
ので計画に含めない。

感染消化器内科 5 小児用電子内視鏡 1 － (1) 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
消化器内視鏡検査の必要性が高く、医師等の技術レ
ベルを検討した結果、電子内視鏡を更新用に計画す
る

手術室 6 無影灯 7 (A) 6 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 7
新総合棟の手術室７室に対応するため６台の更新と
１台の補充を計画する。

手術室 7 手術台 6 (A) 6 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 6
新総合棟の手術室７室に対応するため、既存１台の
移設と６台の更新を計画する。手術内容を検討した
結果、電動型２台と油圧型４台を計画する。

手術室 8 多機能麻酔器 2 (A) 2
更新１
補充１

○ ○ ○ ○ ○ － － 2

新総合棟の手術室が７室で１室増加。既存２台で対
応できない心臓外科手術等に対応するため多機能型
１台と既存機材の更新用に一般型１台の計２台を計
画する。

手術室 9 アルゴンレーザーメス 2 － 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2

患部広域面の止血に有効な効果があり、必要性が高
いので、手術室７室用に１台を計画する。また、手術
の件数や内容を考慮して、代替え品として電気メス１
台を計画する。

呼吸器内科 10
小児用気管支内視鏡、
モニター付

1 A 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
気管支鏡検査の必要性が高く、医師等の技術レベル
を検討した結果、診断や処置をするために新規調達
を計画する

呼吸器内科 11 観察用ＴＶモニター 1 D 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － ＊ 0
気管支内視鏡に必要な機材なので、内視鏡の構成
品として検討する

呼吸器内科 12 手押し式カート 1 D 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － ＊ 0
気管支内視鏡に必要な機材なので、内視鏡の構成
品として検討する

脳・胸部外科 13 脳外科用手術用顕微鏡 1 － 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
ＣＴスキャナー等で診断した脳腫瘍等の外科手術に
必要性が高く、脳外科医師で対応できるので計画す
る

耳鼻咽喉科 14 喉頭内視鏡 1 － 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
鼻咽喉の病変診断や処置に必要が高いと判断して、
新規調達を計画する

手術室 15 自動高速滅菌装置 1 C 0 新規 × × ○ ○ ○ － － 0
機材内容や必要性を検討し、計画から削除する

児童保健科 16 電気歩数器 1 D 0 新規 × × ○ ○ ○ － － 0
機材内容や必要性を検討し、計画から削除する

児童保健科 17 人体計測器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
児童の発育状態をしるために人体各部を計測するた
めに新規調達を計画する

児童保健科 18 体脂肪測定器 1 D 0 新規 × × ○ ○ ○ － － 0
機材内容や必要性を検討し、計画から削除する

眼科 19 スリットランプ 1 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
既存機材が老朽化しているので１台の更新を計画す
る

眼科 20 自動眼球屈折計 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
先天性白内障等の診断機能を向上させるために屈折
率と角膜曲率を測定する必要性が高いので新規調達
を計画する

口腔科 21 微型強力打磨机 1 C 0 新規 × × ○ ○ ○ － － 0
機材内容や必要性を検討し、計画から削除する

口腔科 22 口蓋曲線描写器 1 C 0 新規 × × ○ ○ ○ － － 0
機材内容や必要性を検討し、計画から削除する

機材選定原則

各病棟に１４台が要請された。既存機材の老朽化の
程度、泌尿器科や耳鼻咽喉科の病棟での必要性を
考慮して検討した結果、更新９台、補充３台と新規調
達２台の合計１４台を計画する。

各病棟に１８台が要請された。既存機材の老朽化の
程度、泌尿器科や耳鼻咽喉科の病棟での必要性を
考慮して検討した結果、更新１１台、補充５台と新規
調達２台の合計１８台を計画する。
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腹部外科 23 小児用腹腔鏡 1 － 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
検討の結果、先天性消化器疾患や腹部疾患の診断
と治療に必要性が高いと判断して、新規調達を計画
する

手術室 24 血液ガス分析装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
術中検査時に微量な検体量で迅速な測定結果を得
る必要性が高いと判断して、新規に調達する。

ＮＩＣＵ 血液ガス分析装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
ＮＩＣＵの重症患者に微量な検体量で迅速な測定結果
を得る必要性が高いと判断して、新規に調達する。

臨床検査室 25 顕微鏡 6 (A) 10 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 6
機材の必要性や緊急性が高いと判断して、血液検査
用２台、細菌検査用１台、体液検査用１台、外来検査
室用２台の合計６台を更新する。

臨床検査室 26 電解質分析装置 1 A 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
既存機材のうち約８年間使用している１台について、
老朽化が著しいので更新用１台を計画する

中央検査室 27 血液凝固測定装置 1 B 1 更新 × × ○ ○ × － － 0
検討の結果、既存機材が１台あり必要性や優先度が
他の機材に比べて低いと判断し計画に含めない

臨床検査室 血液凝固測定装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
術前検査や凝固因子欠損症等の診断に凝固検査が
必要である。現在は機材が無くマニュアルで実施して
いるので、精度向上と効率化のために新規調達する

中央検査室 28 蛍光顕微鏡 1 B 1 更新 × × ○ ○ × － － 0
検討の結果、必要性や優先度が他の機材に比べて
低いと判断し計画に含めない

薬分析室 29 血中薬物濃度測定器 1 － 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1
検討の結果、特殊な機材であるが必要性や緊急性が
高いと判断して、新規調達１台を計画する。

超音波検査室 30 超音波装置 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
既存機材は１５年以上使用したものでモニター画像が
不鮮明になり業務に支障が生じているので更新を計
画する

血液銀行 31 血液保存用冷蔵庫 2 A 4 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 2
血液保存の冷蔵庫４台のうち、２台を血液保存用冷
蔵庫への更新を計画する

血液銀行 32 血漿保存用フリーザー 1 A 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現在あるフリーザーは-15℃が限界である。安定保存
が可能な-30℃が可能なフリーザーに更新を計画す
る

維持管理科 33 デジタルオシログラフ 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現有機材の対応周波数が20MHzであり、新しい機材
に対応できないため、対応可能な100MHz、2チャンネ
ルタイプに更新を計画する

維持管理科 34 デジタルマルチメーター 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
現有のテスターは修理場所で周波数計測ができない
ので、オシロスコープ機能付のテスターを更新として
計画する

維持管理科 35 ＩＣ回路検査装置 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
抵抗値、コンデンサ電気容量、リアクタンス値を測定
できる機材の新規調達を計画する

中央検査室 36 プレートリーダー 1 C 1 更新 × × ○ ○ × － － 0
検討の結果、必要性や優先度が他の機材に比べて
低いと判断し計画に含めない

臨床検査室 37 冷却遠心器 1 B 0 新規 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
細菌検査検体の前処理や低温下での血清分離用に
必要であると判断して新規調達１台を計画する。

中央検査室 冷却遠心器 1 B (8) 新規 × × ○ ○ × － － 0
検討の結果、必要性や優先度が他の機材に比べて
低いと判断し計画に含めない。

中央検査室 38 紫外分光度度計 1 B 1 更新 × × ○ ○ × － － 0

病理科 39 ミクロトーム 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
手術中の迅速な組織病理診断を向上させる必要性
が高いと判断し、使用できない既存機材の更新を計
画する

中央検査室 40 凍結組織切片薄切装置 1 B 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 41 蛍光倒立顕微鏡 1 B 0 新規 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 42 顕微鏡 1 B 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 43 DNA／RNA解析装置 1 C 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 44 ＰＣＲ前処理装置 1 C 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 45 デｨープフリーザー 1 C 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 46 電気泳動装置 1 B 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 47 空気恒温槽 1 B 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

病理科 48 自動包埋装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
病理標本の作製に必要な基本的機材であり、既存機
材が老朽化しているので更新用１台を計画する。

中央検査室 49 ｐＨメーター 1 B 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 50 ＰＣＲ装置 1 C 1 更新 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 51 遺伝疾患分析装置 1 C 0 新規 × ○ × ○ × － － 0

中央検査室 52 遺伝疾患解析装置 1 C 0 新規 × ○ × ○ × － － 0

放射線科入院部 53 Ｘ線撮影装置 1 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
２０年以上使用して老朽化の著しい一般撮影用機材
の更新を計画する

放射線科外来部 54 Ｘ線透視撮影装置 1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
検討の結果、機材の必要性や優先度を考慮して、既
存機材の更新用に１台を計画する。

超音波検査室 55
ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ超音波診断
装置

1 B 1 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
既存機材の更新として、心臓や循環器系疾患の診断
が十分行える機材を計画する。

脳波検査室 56 脳波計 1 B 2 更新 ○ ○ ○ ○ ○ － － 1
検討の結果、更新の必要性が高いと判断し、更新１
台を計画する。

中央検査室は白血病等の骨髄診断、神経病理の特
殊染色診断、先天性酵素欠損症の遺伝子診断等を
行っている。重慶医科大学の小児病院として臨床、研
究、教育などで重慶市の小児医療に重要な役割を果
たしている。しかしながら、今回のプロジェクトが母子
保健分野での医療サービス向上を目的としている点
から総合的に判断すると、中央検査室の機材は他の
診療科の機材と比較すると、優先度が低いと判断す
る。よって、中央検査室の機材は今回の計画には含
めないとした

中央検査室の機材は他の診療科の機材と比較する
と、優先度が低いと判断する。よって、中央検査室の
機材は今回の計画には含めないとした。
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No. 機材名 仕様 使用目的

1-5 歯科検診台

ｼｰﾄ昇降可、背もたれ傾斜可能

診察灯照度：13,000ﾙｯｸｽ以上

ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、光線照射器付

2-1 腹部用超音波装置

ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：12ｲﾝﾁ程度、白黒モニター

ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ、経膣ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

VTR, ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

2-3 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ超音波装置

ポータブルタイプ

ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：9ｲﾝﾁ程度、白黒モニター

ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ、経膣ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

3-1 ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ超音波診断装置 仕様：

ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：12ｲﾝﾁ程度、カラーモニター

ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ、経膣ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

小児用頭部ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ機能付

VTR, ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

3-7 心電図モニター

測定項目

：ECG、呼吸、脈拍、NIBP、SPO2

ディスプレイ：8inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

4-2 新生児モニター

測定項目

：ECG、呼吸、脈拍、NIBP、SPO2、CO2

ディスプレイ：8inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

汎用超音波診断装置。反射波を検出、観察す
ることにより、臓器や疾病の形態及び組織の
特性を判断し、各種の診断を行う。妊産婦の
胎児診断等に用いる。

主に子宮腔内、骨盤内、卵巣の腫瘍について
悪性良性の診断、胎盤の血流の観察、また新
生児先天性心臓疾患の確定診断、頭部の観察
（新生児窒息の患者）に使用される。

表　3－8　主要機材（本体価格が単体で100万円以上の機材）

救急外来に運ばれてくる患者のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞのた
め使用する。

15歳までの小児の歯科検診に用いる。児童保
健科で使用する。

持ち運び可能な超音波診断装置。反射波を検
出、観察することにより、臓器や疾病の形態
及び組織の特性を判断し、各種の診断を行
う。工場や郊外の農村部に出かけての検診の
際に携帯して使用する。

小児の観察・治療室における患者の容態の監
視目的に使用する。
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No. 機材名 仕様 使用目的

5-4 新生児モニター

測定項目

：ECG、呼吸、脈拍、SPO2、NIBP、CO2、

　体温

ディスプレイ：8inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

5-8 新生児処置台

制御ﾓｰﾄﾞ：ｻｰﾎﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ

吸引機能：0-200mmHｇ程度

蛍光灯もしくはハロゲン灯

酸素ﾎﾞﾝﾍﾞ、流量計、付

5-13 心電計

12誘導

6チャンネル以上

カート、ハンガー付

CMRR :90dB以上

5-16 手洗滅菌装置 仕様：

ﾎﾟﾝﾌﾟ、UVﾗﾝﾌﾟ、ﾌｨﾙﾀｰ付き

流量：5L/min（蛇口1つごと）

材質：ステンレス

2人用、流し付

5-17 ベットサイドモニター 仕様：

測定項目

：ECG、呼吸、脈拍、SPO2、NIBP、体温

ディスプレイ：8inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

7-1-2 手術台 仕様：

（電動） 電動式

昇降可能

縦転頭下がり、上がり可能

横転左右傾斜可能

7-2-1 無影灯 仕様：

天井吊下型

主灯照度：75,000Lux程度

補助灯照度：135,000Lux程度

照度切替可能

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ取り付け可能

新生児の加温を目的とし、出生直後の処置や
観察、低体温時の加温、保育中の短時間の処
置などに用いられる。

不整脈の診断。虚血性心疾患、心肥大、電解
質異常の補助診断等を行う診断機材。

手術室の前室に設置して手術者の術前手洗い
に使用する滅菌水を蛇口から供給する。

産科における患者の容態の監視目的に使用す
る。産科ICU、病棟、分娩室に配置する。

新生児の重点看護室（NICU）における患者の
容態の監視目的に使用する。

各手術に対応可能な万能型。手術部位に応じ
て各パートの位置を調節可能。

手術における術部を確実に照射し、また最適
な照度・正しい色温度・無熱性を供給するこ
とにより、手術を円滑に行うためのライト。
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No. 機材名 仕様 使用目的

7-2-2 無影灯

天井吊下型

主灯照度：75,000Lux程度

補助灯照度：135,000Lux程度

照度切替可能

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ付

7-3 麻酔器

ﾌﾛｰﾒｰﾀｰ：O2、N2O、Air

ｱﾌﾞｿﾞｰﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付

監視機能：気道圧力、喚起量、呼吸頻度

人工呼吸器　

　一回喚起量：20-1500ｍｌ

　最大分時喚起量：4-99回／分程度

気化器：ｲｿﾌﾙﾗﾝ、ｴﾝﾌﾙﾗﾝ

7-4 電気メス

各種電極、安全装置付

機能：切開、凝固、バイポーラ

出力：切開；300W

　　　　凝固；100W

　　　　ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ；50W

架台付

7-7 手術室用モニター

測定項目

：ECG、心拍量、SPO2、NIBP、体温

ディスプレイ：12inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

7-9 人工呼吸器

ﾓｰﾄﾞ：Assist/CMV, SIMV/CPAP

1回換気量：50-2000ml
呼気回数：1-80回/分

最高吸入圧：50cmH2O

PEEP/CPAP：0-20cmH2O

加湿器付

8-1 超音波洗浄器

洗浄槽、すすぎ槽2槽式

洗浄槽容量：40ﾘｯﾄﾙ以上

すすぎ槽容量：40ﾘｯﾄﾙ以上

槽材質：ステンレス製

8-2 高圧蒸気滅菌器

ﾁｬﾝﾊﾞｰ容量：1.2ｍ3（ｽｸｴｱ型）

素材：ステンレス製

滅菌温度：105℃-134℃程度

内圧：2.2ｋｇ/ｃｍ2程度

扉開閉：水平ｽﾗｲﾄﾞ方式もしくはｽｲﾝｸﾞ方式

安全機能付

ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ付

手術における術部を確実に照射し、また最適
な照度・正しい色温度・無熱性を供給するこ
とにより、手術を円滑に行うためのライト。

吸入麻酔薬を患者に吸入させ、無痛の状態で
手術・治療を行うための全身麻酔用装置。

人体に対して高周波電流を電気メス本体から
メス先電極→生体組織→対極板に流して生体
組織の切開、凝固を行う。手術室で行う各科
の手術、特に婦人科手術に用いる。

手術中の患者の状態を監視することを目的に
使用する。

内科的、外科的に呼吸機能が低下した患者、
手術後の呼吸管理が必要な患者に対して、調
節呼吸法等の換気方法を用いて呼吸機能の代
行を目的とする。

手術後の血痕等の付着した鉗子類の洗浄に用
いる。

手術室で使用する医療用器具、リネン等の滅
菌に用いる。
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No. 機材名 仕様 使用目的

8-3 洗濯脱水機

蒸気式

洗濯、脱水機能付

1回洗濯量：60ｋｇ程度

脱水時回転数：700ｒｐｍ程度

9-1 生化学分析装置

処理能力：350ﾃｽﾄ程度

分析項目数：30以上
ｻﾝﾌﾟﾙ量：3-50μL程度

測定波長：340-800nm程度

プリンター付

9-2 電解質分析装置

測定サンプル：全血、血清、尿
測定項目：Na、ｋ、Cl

ｻﾝﾌﾟﾙ量：250ﾏｲｸﾛﾘｯﾄﾙ以下

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

9-3 血液凝固測定装置

検出部：4ﾁｬﾝﾈﾙ

測定項目：PT、APTT、Fｂg、TT、

　　　　　　　AT-Ⅲ
測定時間：50ﾃｽﾄ/時間程度

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

9-4 尿分析装置

定量測定可能
測定項目：比重、濁度、色

ｻﾝﾌﾟﾙ量：2ｍｌ以下

測定検体数：200 ｻﾝﾌﾟﾙ/時間
プリンター付

9-6 自動血球計数装置 仕様：

測定項目：18項目

処理能力：60検体/時間程度

所要血液量：50μｌ程度

白血球分類

（ﾘﾝﾊﾟ球、好中球、好酸球）可能

プリンター付

9-8 化学発光免疫測定器

測定項目

：抗体価（ﾄｷｿﾌﾟﾗｽﾞﾏ、ｸﾗﾐｼﾞｱ、風疹）、

Ｔ3、T4、性ﾎﾙﾓﾝ類、

腫瘍産生ﾀﾝﾊﾟｸ（C125）等

処理能力：100／時間以上

9-9-2 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ

内部材質：ｽﾃﾝﾚｽ製

紫外線灯：30Ｗ程度

ｴｱﾌﾛｰ：21m3/min.程度

ｻｲｽﾞ：1,600（W）ｍｍ程度

病院内の患者の衣類等の洗濯に使用される。

生化学検査（蛋白類、糖類、酵素類等）の検
査を迅速且つ正確に、また大量の検体数を処
理するために必要な機材。

血液中の重要な成分である電解質、特にナト
リウム、カリウムおよび塩素のイオン濃度を
測定するために必須の機材である。患者の電
解質を測り代謝の異常を検査する。

血栓性疾患の検査、血液凝固検査に使用す
る。また、帝王切開患者など手術前に血液の
凝固因子を測定することに用いられる。

タンパク、糖、アルブミンなどを測定するこ
とにより、腎臓や肝臓の機能状況を判断する
ことを目的に使用する。尿の比重、濁度、色
を定量的に分析する。

スクリーニング検査として全患者を対象に赤
血球、白血球、ヘモグロビンなどの血液検査
を行うために用いられる。

高感度の直接化学発光技術を用いて、腫瘍
類、甲状腺機能類、性腺ﾎﾙﾓﾝ類、貧血類、新
生児ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞなどの項目を正確かつ速やかに
行うことを目的とする。

伝染病と各種細菌による感染症の予防と治療
を目的に、抗生物質の適切でかつ合理的に使
用できるよう検体の培養、分離、同定、分析
を行う行程で用いられる。
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No. 機材名 仕様 使用目的

10-4 自動包埋装置

検体数：300以上

試薬庫

：試薬；10ヶ以上

；洗浄液；2ヶ以上

ﾊﾞｷｭｰﾑ機能付

10-6 病理解剖台

材質：ステンレス製
シンク、ハンドシャワー付

11-1 Ｘ線透視撮影装置

透視、撮影可能

Ｘ線ﾃﾚﾋﾞｼｽﾃﾑ
ｲﾝﾊﾞｰﾀｰﾀｲﾌﾟ

最大ﾁｭｰﾌﾞ電圧：150KV

最大出力：800ｍＡ以上

撮影台可動範囲：±10ｃｍ程度

ｲﾒｰｼﾞｲﾝﾃﾝｼﾌｧｲﾔｰ：12ｲﾝﾁ

ﾃﾚﾋﾞﾓﾆﾀｰ：15ｲﾝﾁ程度

11-2 自動現像器

ﾌｨﾙﾑｻｲｽﾞ：4”×5”～14”×17”
現像能力：200ﾌｨﾙﾑ/時間程度

現像速度：90秒/枚程度

自動搬送式

11-4 乳房Ｘ線撮影装置

インバータータイプ

管球電圧：22-35ＫＶ程度
　　　　　　500ｍAｓ程度（最大）

ﾌｫｰｶﾙｽﾎﾟｯﾄ：0.1、0.3ｍｍ

陽極熱容量：300ｋHU程度

乳房撮影台Ｃｱｰﾑ動作：電動

12-1 子宮鏡

手術用子宮鏡（30°5mm程度）　1セット

観察用子宮鏡（30°3mm程度）　1セット

液体子宮拡張装置

各種鉗子付き

電極セット付

12-2 コルポスコープ

焦点範囲：350～400mm程度

倍率：1～32倍程度

ﾓﾆﾀｰｻｲｽﾞ：14ｲﾝﾁ以上

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

12-3 腹腔鏡

テレスコープ：

10mm程度　30°程度

気腹器、吸引器、カート付

12-4 光源装置 仕様：

キセノン光源　300w程度

電気メス、ビデオモニタセット

専用カート付き

主に子宮卵管造影と胸部、腹部の撮影を目的
に使用する。また、今後は本機材を使用し
て、透視をしながらの卵管通水、骨盤腔内の
治療を行う予定である。

Ｘ線フィルムの現像、定着、水洗、乾燥行程
を自動的に行う機器。

患者の死亡原因を解明するために使用され
る。

病理検査機材であり、脱水、脱脂、パラフィ
ン浸透までの行程を自動的に行うことを目的
とする機材。振とう、加温、減圧の装置を施
し、液の浸透が強制的に行える。

乳房の検査に不可欠な機材であり、乳癌の早
期発見に威力を発揮する機材。

子宮内出血の診断治療、粘膜下筋腫、子宮腔
癒着等の症例について、使用する。

子宮血膣部の拡大立体視による観察と診断を
目的とした装置であり、主に子宮癌の早期発
見、異型上皮などの境界病変の診断に用い
る。

子宮内膜症、腹腔内の診断治療、卵巣腫瘍の
摘出等に使用する。

12-1子宮鏡と12-3腹腔鏡用の光源装置として
用いられる。

３－25 



No. 機材名 仕様 使用目的

12-7 超音波装置 仕様：

ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：12ｲﾝﾁ程度、白黒モニター

ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ、経膣ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

VTR, ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

12-8 心電計

12誘導

6チャンネル以上

カート、ハンガー付

CMRR :90dB以上

15-1 救急車

ワンボックスタイプ

排気量：2,000ｃｃ程度

2ＷＤ

ビーコンランプ付

患者の搬送用に使用する。

子宮鏡による処置治療の前に、あらかじめ映
像診断する目的に使用する。

不整脈の診断。虚血性心疾患、心肥大、電解
質異常の補助診断等を行う診断機材。

３－26 



（２）区・県婦幼保健院

No. 機材名 仕様 使用目的

R-4 赤外線乳腺検査装置

ﾓﾆﾀｰｻｲｽﾞ：14ｲﾝﾁ以上

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ：４Ｇ以上

メモリー：３２M以上

ＣＣＤカメラ付

R-7 超音波診断装置 ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：12ｲﾝﾁ程度、白黒モニター

ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

R-12 プレートリーダー

測定範囲：0-2.5 A 程度

波長：405, 450, 492, 630 nm
ﾓﾆﾀｰ：LCD

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

洗浄装置、ﾏｲｸﾛﾋﾟﾍﾟｯﾄ付

R-13 救急車

ワンボックスタイプ

排気量：2,000ｃｃ程度

２ＷＤ

ビーコンランプ付

R-14 ベットサイドモニター

測定項目

：ECG、呼吸、NIBP、Sp0２

ディスプレイ：８inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

患者の生体信号をモニターするための
機材。

肝炎、風疹などウイルス疾患に対して
免疫反応を利用して測定する機材。

患者の搬送用に使用する。

乳癌の診断に使用する機材。

汎用超音波診断装置。反射波を検出、
観察することにより、臓器や疾病の形
態及び組織の特性を判断し、各種の診
断を行う。妊産婦の胎児診断等に用い
る。
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（３）重慶医科大学附属児童病院

No. 機材名 仕様 使用目的

Ｕ-2-1 ベットサイドモニター、病棟
用 測定項目

：ECG、呼吸、脈拍、SPO2、NIBP、体温

ディスプレイ：10inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

記録計、カート付

Ｕ-2-2 ベットサイドモニター、手術
室用 測定項目

：ECG、心拍量、SPO2、NIBP、体温,

 IBP

ディスプレイ：12inch以上

　　　　　　　　カラー液晶タイプ

表示トレース数：4チャンネル以上

心拍数測定幅：15-300bpm程度

呼吸測定幅：2-150bpm程度

抗電磁波型

記録計、カート付

Ｕ-3 除細動器

心拍計測範囲：20-240bpm程度

出力ｴﾈﾙｷﾞｰ：2-最大360Ｊ

充電時間：約10秒

成人・小児用ﾊﾟﾄﾞﾙ付

ﾊﾞｯﾃﾘｰ稼動時間：2時間程度

ﾓﾆﾀｰｻｲｽﾞ：5ｲﾝﾁ程度
ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ機能付

Ｕ-4 小児用電子内視鏡

上部消化管用

手術処置用

鉗子挿入口：2.8ｍｍ程度

経口：8.5～9.0mm程度

モニター、光源装置、

カート、吸引器、各種鉗子類付

超音波洗浄器、ﾘｰｸﾃｽﾀｰ付

Ｕ-5 無影灯

-1 天井吊下型
-2 主灯照度：75,000Lux程度

補助灯照度：135,000Lux程度

照度切替可能
ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ付

Ｕ-6 手術台、電動式

電動式

昇降可能

縦転頭下がり、上がり可能

横転左右傾斜可能

患者の生体信号をモニターするための機
材。

心室細動、心房粗動等の不整脈や心停止の
患者に対して、直流電流を経皮的に流して
心臓本来のリズムを回復させる。

患者の生体信号をモニターするための機
材。

反復腹痛、突発性腹痛の児童の上部消化管
の検査に用いる。また、モニターが付属さ
れていることにより、医師の訓練用として
も使用できる。

手術における術部を確実に照射し、また最
適な照度・正しい色温度・無熱性を供給す
ることにより、手術を円滑に行うためのラ
イト。

各手術に対応可能な万能型。手術部位に応
じて各パートの位置を調節可能。
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No. 機材名 仕様 使用目的

Ｕ-7 多機能麻酔器

ﾌﾛｰﾒｰﾀｰ：O2、N2O、Air

ｱﾌﾞｿﾞｰﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付

監視機能：気道圧力、喚起量、呼吸頻度

人工呼吸器　

　一回喚起量：20-1500ｍｌ

　最大分時喚起量：4-99回／分程度

気化器：ｲｿﾌﾙﾗﾝ、ｴﾝﾌﾙﾗﾝ

患者監視機能

：ECG、IBP、SPO2、NIBP、体温

麻酔ｶﾞｽﾓﾆﾀｰ機能付

Ｕ-8 アルゴンレーザーメス 仕様：

ｶﾞｽﾀｲﾌﾟ：ｱﾙｺﾞﾝ

ガス流量：1-8ﾘｯﾄﾙ/分程度

架台付

Ｕ-9 仕様：

小児用

外径：3.5mm程度

光源装置、ﾋﾞﾃﾞｵﾓﾆﾀｰ、吸引器

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、カート、ﾘｰｸﾃｽﾀｰ、

カート付

Ｕ-10 脳外科用手術用顕微鏡 仕様：

床可動式

接眼ﾚﾝｽﾞ：10.0もしくは12.5倍程度

対物ﾚﾝｽﾞ：300ｍｍ程度

総合倍率：3.0-12倍程度

光源：ハロゲン

助手レンズ付、ビデオ、ｶﾒﾗｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ付

Ｕ-11 喉頭内視鏡 仕様：

外径：5mm程度

ﾋﾞﾃﾞｵｼｽﾃﾑ、ｶｰﾄ、吸引器、

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、電気メス、光源装置

ﾘｰｸﾃｽﾀｰ付

Ｕ-13 スリットランプ 仕様：

ﾗﾝﾌﾟ：ﾊﾛｹﾞﾝ

ｽﾘｯﾄ幅：0-14mm

仰角照明：5、10、15、20度

総合倍率：10-30倍　ｽﾞｰﾑ連続変倍

テーブル付、カメラ付

Ｕ-14 自動眼球屈折計 仕様：

屈折測定範囲：

遠視、近視；-18Ｄ～＋20Ｄ程度

乱視；0～±8Ｄ、軸角度：1～180°

角膜形状測定装置：

角膜曲率半径；5.50～10.00mm

角膜屈折力；61.25～33.75D

吸入麻酔薬を患者に吸入させ、無痛の状態
で手術・治療を行うための全身麻酔用装
置。

小児用気管支内視鏡

脳外傷、脳腫瘍などの手術をする際に使
用。手術の傷を最大限小さくして、後遺症
を少なくするためには必要な機材である。

多角的屈折度、乱視度、乱視軸の測定、ま
た角膜全面の曲率半径を測ることにより角
膜乱視の乱視度と軸の測定を行うことを目
的とする。

脳、肝臓、腎臓、脾臓などの手術の際、使
用。通常の電気メスだと点壮出血しか止血
できないが、本機材により面壮出血の止血
が可能なる。従って止血効果が上がり、輸
血量も減少し、患者の負担を軽減すること
につながる。

小児の気管支疾患の性状診断、生検、治療
に用いる。また、気管支内異物の発見や除
去、治療目的の吸引、洗浄に用いる。医師
の教育用としても使用。

鼻腔や咽喉の疾病である小児先天性後鼻孔
閉鎖、咽喉部炎症、声帯ポリープ等の診断
治療に用いる。また、医師の教育用として
も使用。

角膜、水晶体の混濁や炎症性変化も診断、
眼圧測定、角膜厚、前房深度の測定のため
用いる。
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No. 機材名 仕様 使用目的

Ｕ-15 小児用腹腔鏡 仕様：

テレスコープ

：5mm程度、2～3mm程度

気腹装置、光源装置、カート、

ビデオモニターセット、

電気メス、各種鉗子類付

Ｕ-16-1 微量血液生化学血液ガス分析
装置手術室用 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾀｲﾌﾟ

測定項目

：Na, K, Cl､pH, PCO2, PO2,Hct

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ式

充電機能付

Ｕ-16-2 微量血液生化学血液ガス分析
装置ＮＩＣＵ用 測定項目

：Na, K, Cl, Ca, pH, PCO2, PO2,

 Glucose, Lac

検体量（ﾄｰﾀﾙ）：170μｌ以下

検体：ｼﾘﾝｼﾞ、ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ、ﾏｲｸﾛｻﾝﾌﾟﾙ

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

Ｕ-18 電解質分析装置

測定項目

：Na, K, Cl, Ca

検体量（ﾄｰﾀﾙ）：170μｌ以下

検体：ｼﾘﾝｼﾞ、ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ、ﾏｲｸﾛｻﾝﾌﾟﾙ

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

Ｕ-19 血液凝固測定装置、臨床検査
科用 測定項目

：ＰＴ、APTT、ＴＴ、ＦＩＢ、ＡＴ－

外因系因子、内因系因子、D-DIMER

処理量：120検体/時間程度

Ｕ-20 超音波装置

ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：12ｲﾝﾁ程度、白黒モニター

ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ、

腹部穿刺ﾌﾟﾛｰﾌﾞ、

ｺﾝﾍﾞｯｸｽ胸骨間用心臓/腹部ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ﾊﾞｲﾌﾟﾚｰﾝ経直腸ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ

VTR,ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

Ｕ-26 ミクロトーム、病理科用

切片厚設定：1-20μｍ程度

温度表示：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

試料水平移動：18ｍｍ程度

凍結ﾁｬﾝﾊﾞｰ温度：-5℃～-30℃程度

血液中の酸素濃度を測定し、患者の急変を
知る機材。手術中の患者、ＮＩＣＵの患者
に対し、微量血液で迅速な測定結果を求め
ることが可能である。

血栓性疾患の検査、血液凝固検査に使用す
る。また、手術前等に血液の凝固因子を測
定することに用いられる。

汎用超音波診断装置。反射波を検出、観察
することにより、臓器や疾病の形態及び組
織の特性を判断し、各種の診断を行う。

小児の先天性消火系統畸形、腹部疾患およ
び小児泌尿器疾患、小児巨大結腸、盲腸炎
の診断治療の用いる。

血液中の酸素濃度を測定し、患者の急変を
知る機材。手術中の患者、ＮＩＣＵの患者
に対し、微量血液で迅速な測定結果を求め
ることが可能である。

血液中の酸素濃度を測定し、患者の急変を
知る機材。手術中の患者、ＮＩＣＵの患者
に対し、微量血液で迅速な測定結果を求め
ることが可能である。

手術中に検査依頼された組織を氷結させ、
薄切りにして標本とし、腫瘍等の良性悪性
を迅速に判断するために用いる機材。
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No. 機材名 仕様 使用目的

Ｕ-27 Ｘ線撮影装置、入院診療部用

Ｘ線管：天井走行型

最大ﾁｭｰﾌﾞ電圧：150KV

材質：ステンレス

ﾌｫｰｶﾙｽﾎﾟｯﾄ：0.6/1.2mm

撮影台可動範囲：±12ｃｍ程度

ｶｾｯﾄｻｲｽﾞ：8”ｘ10”～14”ｘ17”ま

ﾌﾞｯｷｰｽﾀﾝﾄﾞ付

Ｕ-28 ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ超音波診断装置

ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ：ﾘﾆｱ、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ：B、B/M、M

最大ｽｷｬﾝ深度：20ｃｍ程度

ﾓﾆﾀｰ：15ｲﾝﾁ程度、カラーモニター

ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ、ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞ

小児心臓用ﾌﾟﾛｰﾌﾞ、小児経食道ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ｶﾙﾃﾞｨｱｯｸﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ機能付

VTR, ﾌﾟﾘﾝﾀｰ付

Ｕ-29 脳波計

チャンネル数：18チャンネル以上

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、光刺激ﾓｰﾄﾞ付

Ｕ-30 冷却遠心器

回転数：15,000rmp程度

ｶｰﾎﾞﾝﾚｽﾀｲﾌﾟ

冷却式

Ｕ-31 自動包埋装置

検体数：300以上

試薬庫

：試薬；10ヶ以上

；洗浄液；2ヶ以上

ﾊﾞｷｭｰﾑ機能付

Ｕ-32 麻酔器

ﾌﾛｰﾒｰﾀｰ：O2、N2O、Air

ｱﾌﾞｿﾞｰﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付

監視機能：気道圧力、喚起量、呼吸頻度

人工呼吸器　

　一回喚起量：20-1500ｍｌ

　最大分時喚起量：4-99回／分程度

気化器：ｲｿﾌﾙﾗﾝ、ｴﾝﾌﾙﾗﾝ

Ｕ-33 Ｘ線装置、外来診療部用

Ｘ線TVｼｽﾃﾑ：15inch、Ｘ線防御

ｲﾝﾊﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ

最大チューブ電圧：150kV

撮影台可動範囲：横：±10cm

テーブルトップ昇降可
ｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ最大出力：

：150KV、最大630mA

反射波を検出、観察することにより、臓器
や疾病の形態及び組織の特性を判断し、各
種の診断を行う。主に小児の先天性心臓疾
患の確定診断に使用される。

脳神経細胞の活動を頭皮上で電極により導
出記録した脳波を分析し、脳血管障害、頭
部外傷、脳・髄膜炎に伴なう中枢神経系の
機能状態の検査に必要。

遺伝子疾患患者の血液、体液、薬物試験用
の抽出液の遠心分離に用いる。

病理検査機材であり、脱水、脱脂、パラ
フィン浸透までの行程を自動的に行うこと
を目的とする機材。振とう、加温、減圧の
装置を施し、液の浸透が強制的に行える。

吸入麻酔薬を患者に吸入させ、無痛の状態
で手術・治療を行うための全身麻酔用装
置。

起倒、スライドなどの操作により、被検者
の体位変換と位置決めを行い、消化器官等
のＸ線透視撮影に用いる。

Ｘ線を照射して、骨や臓器の病変を診断す
るための機材。
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